
AKI-PIC887モジュールの使い方
（ＡＫＩ－ＰＩＣ８７７－Ｖ２との違い）

・従来のＡＫＩ－ＰＩＣ８７７－Ｖ２のＰＩＣ１６Ｆ８７７ＡをＰＩＣ１６Ｆ８８７に変更しました。

　（以下、デバイスを指す場合、８７７Ａ、８８７と表記します）

●最も注意するべき大きな違い

１）８８７はアナログ入力を８７７Ａのように「ＡＤＣＯＮ１」で設定しません。

　　「ＡＮＳＥＬ　Ｌ」「ＡＮＳＥＬ　Ｈ」を用いて設定します。

　　リセット時はアナログ入力に設定可能な１４ポート全てがアナログ入力です。

２）８８７にはＰＳＰ（パラレル・スレーブ・ポート）機能がありません。

　　実現する為にはソフトウェアでプログラムしてください。

３）８８７にはコンフィギュレーション・ワードが２つあります。（８７７Ａは１つ）

　　機能を司るビットの位置も８７７Ａと８８７では大きく違います。

●８８７で拡張された機能

１）アナログ入力（Ａ／Ｄコンバータ）が１４チャンネルになりました。

２）ＲＡ０を使ってＵＬＰＷＵ（ウルトラ・ローパワー・ウェイクアップ）機能が追加されました。

３）ＲＡ４は、オープンドレイン出力からスタンダードＣＭＯＳ出力に変更されました。

４）ＲＥ３は入力ポートとして使用できるようになりました。

５）その他詳細な変更は http://ww1.microchip.com/downloads/en/DeviceDoc/40001305B.pdfをご参照下さい。

■モジュールのピン機能の変更■
コネクタ ＩＣピン番号 名称・機能等 コネクタ ＩＣピン番号 名称・機能等

ＣＮ－Ａ－　１ ８８７－２５ ＲＥ０／ＡＮ５ ＣＮ－Ｂ－　１ ８７７－１９ ＲＡ０／ＡＮ０／ＵＬＰＷＵ／Ｃ１２ＩＮ０－

ＣＮ－Ａ－　２ ８８７－２６ ＲＥ１／ＡＮ６ ＣＮ－Ｂ－　２ ８７７－２０ ＲＡ１／ＡＮ１／Ｃ１２ＩＮ１－

ＣＮ－Ａ－　３ ８８７－２７ ＲＥ２／ＡＮ７ ＣＮ－Ｂ－　３ ８７７－２１ ＲＡ２／ＡＮ２／ＶＲＥＦ－／ＣＶＲＥＦ／Ｃ２ＩＮ＋

ＣＮ－Ａ－　４ ８８７－３１ ＲＡ６／ＯＳＣ２／ＣＬＫＯＵＴ ＣＮ－Ｂ－　４ ８７７－２２ ＲＡ３／ＡＮ３／ＶＲＥＦ＋／Ｃ１ＩＮ＋

ＣＮ－Ａ－　５ ８８７－３０ ＲＡ７／ＯＳＣ１／ＣＬＫＩＮ ＣＮ－Ｂ－　５ ８７７－２３ ＲＡ４／Ｔ０ＣＫＩ／Ｃ１ＯＵＴ

ＣＮ－Ａ－　６ ８８７－２９ ＶＳＳ（ＧＮＤ） ＣＮ－Ｂ－　６ ８７７－２４ ＲＡ５／ＡＮ４／＃ＳＳ／Ｃ２ＯＵＴ

ＣＮ－Ａ－　７ ８８７－３８ ＲＤ０ ＣＮ－Ｂ－　７ ８７７－３２ ＲＣ０／Ｔ１ＯＳＯ／Ｔ１ＣＫＩ

ＣＮ－Ａ－　８ ８８７－３９ ＲＤ１ ＣＮ－Ｂ－　８ ８７７－３５ ＲＣ１／Ｔ１ＯＳＣＩ／ＣＣＰ２

ＣＮ－Ａ－　９ ８８７－４０ ＲＤ２ ＣＮ－Ｂ－　９ ８７７－３６ ＲＣ２／Ｐ１Ａ／ＣＣＰ１

ＣＮ－Ａ－１０ ８８７－４１ ＲＤ３ ＣＮ－Ｂ－１０ ８７７－３７ ＲＣ３／ＳＣＫ／ＳＣＬ

ＣＮ－Ａ－１１ ８８７－　２ ＲＤ４ ＣＮ－Ｂ－１１ ８７７－４２ ＲＣ４／ＳＤＩ／ＳＤＡ

ＣＮ－Ａ－１２ ８８７－　３ ＲＤ５／Ｐ１Ｂ ＣＮ－Ｂ－１２ ８７７－４３ ＲＣ５／ＳＤＯ

ＣＮ－Ａ－１３ ８８７－　４ ＲＤ６／Ｐ１Ｃ ＣＮ－Ｂ－１３ ８７７－４４ ＲＣ６／ＴＸ／ＣＫ

ＣＮ－Ａ－１４ ８８７－　５ ＲＤ７／Ｐ１Ｄ ＣＮ－Ｂ－１４ ８７７－　１ ＲＣ７／ＲＸ／ＤＴ

ＣＮ－Ｃ－　１ ８８７－１７ ＲＢ７／ＩＣＳＰＤＡＴ ＣＮ－４－　１ Ｄ２ アノード Ｔｏ　ＶＤＤ（＋５Ｖ入力）

ＣＮ－Ｃ－　２ ８８７－１６ ＲＢ７／ＩＣＳＰＣＬＫ ＣＮ－４－　２ ＶＳＳ（ＧＮＤ）

ＣＮ－Ｃ－　３ ８８７－１５ ＲＢ５／ＡＮ１３／＃Ｔ１Ｇ ＣＮ－４－　３ ８７７－１８ ＲＥ３／ＭＣＬＲ／ＶＰＰ

ＣＮ－Ｃ－　４ ８８７－１４ ＲＢ４／ＡＮ１１ ＣＮ－４－　４ ２３２－１３ ＲＸＤ（ＲＳ２３２Ｃレベル）

ＣＮ－Ｃ－　５ ８８７－１１ ＲＢ３／ＡＮ９／ＰＧＭ／Ｃ１２ＩＮ２－(ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ) ＣＮ－４－　５ ８７７－１７ ＲＢ７／ＩＣＳＰＤＡＴ

ＣＮ－Ｃ－　６ ８８７－１０ ＲＢ２／ＡＮ８ ＣＮ－４－　６ ２３２－１４ ＴＸＤ（ＲＳ２３２Ｃレベル）

ＣＮ－Ｃ－　７ ８８７－　９ ＲＢ１／ＡＮ１０／Ｃ１２ＩＮ３－ ＣＮ－４－　７ ８７７－１６ ＲＢ６／ＩＣＳＰＣＬＫ

ＣＮ－Ｃ－　８ ８８７－　８ ＲＢ０／ＡＮ１２／ＩＮＴ ＣＮ－４－　８ 無接続

ＣＮ－Ｃ－　９ ８８７－　７ ＶＤＤ（＋５Ｖ） ＣＮ－４－　９ ８７７－１１ ＲＢ３／ＡＮ９／ＰＧＭ／Ｃ１２ＩＮ２－(ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ)

ＣＮ－Ｃ－１０ ８８７－　６ ＶＳＳ（ＧＮＤ） ＣＮ－４－１０ 無接続

ＣＮ－Ｃ－１１ ８８７－１８ ＲＥ３／ＭＣＬＲ／ＶＰＰ（プルアップ） ※供給電源について

ＤＣ５Ｖ時は、ＪＰ３は開放し、ＣＮ－Ｃ－９から供給

ＤＣ６～１２Ｖ時は、ＪＰ３を接続し、ＣＮ－Ｃ－１４から供給

ＣＮ－Ｃ－１２ ２３２－１４ ＴＸＤ（ＲＳ２３２Ｃレベル）

ＣＮ－Ｃ－１３ ２３２－１３ ＲＸＤ（ＲＳ２３２Ｃレベル）

ＣＮ－Ｃ－１４ ７８Ｍ０５－１ ＰＷＲ（電源：６～１２Ｖ）

ＣＮ－５ 877-18 ＲＥ３／ＭＣＬＲ／ＶＰＰ（プルアップ）　ＡＫＩ－ＰＩＣプログラマ　Ｕ７書き込み用

■供給する電源の電圧・経路により、必ずハンダジャンパーＪＰ３を設定（ショートｏｒ開放）してくだ

　さい。設定方法は上表の「※供給電源について」をご覧ください。


